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災害に強い社会の実現

防災科学技術研究所の研究分野

各種自然災害を

観測・予測
発生ﾒｶﾆｽﾞﾑを

評価・検証

社会に必要な

情報システム・対策技術
社会へ実装

様々な自然災害を「観測・予測」し、得られた結果の「評価・検証」を行う
とともに、個人・地域・行政に必要な「情報システム・対策技術」の開発と
「社会実装」を進め、災害に強い社会の実現を目指しています。

国立研究開発法人防災科学技術研究所（防災科研）
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「知を結集する」総合防災情報センター

社会

総合防災情報センター

ALLｾｸﾀｰ、ALLﾌｪｰｽﾞ、
ALLﾊｻﾞｰﾄﾞ、ALLﾘｽｸ
を志向した横断的・統
合的な情報プロダクツ

提供

回復情報

対応情報

予防情報

対策効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

対策技術情報

ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ評価情報

観測・予測情報

対応支援情報

事後検証情報

被害推定情報

復旧・復興支援情報

所内外と連携して「知の結集」を行い、防災研究成果や災害
情報を集約、再編して、統合的に発信するﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを構築。

学協会・大学・研究機関・外部研究プロジェクト・災害対応機関等協同体等
防災科研が中核
機関となり協働で
検討・実装

事例情報

レジリエンス評価
情報に基づき、適
切な対策技術と実
践事例を統合的に
提供することで適
切な「予防」を支援。

ﾊｻﾞｰﾄﾞの観測・予測、
災害後の被害推定
情報、対応を支援
する情報を統合的
に提供することで的
確な「対応」を支援。

復旧・復興を支援
する情報を統合的
に提供し、事後検
証を支援すること
で、よりよい「回
復」を支援。災害アーカイブ

適切な情報に基
づく適切な行動に
より、社会全体の
レジリエンス向上
を支援

！

自然
災害

風水害

雪害

地震災害

津波災害

火山災害

レジリエンス評価
マップの例

対応支援情報サイトの例

災害アーカイブの例

観測

予測

観測予測

検証実験

観測予測

検証実験

災
害
ハ
ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク
評
価

観測

予測

検証
実験

各研究部門・ｾﾝﾀｰ

連携

防災科学技術に関する国内外の「知の結集」と「研究成果の最大化」を目指し、様々な情報及び資料を
「集約」し、社会における災害対策に有効な情報プロダクツとして「再編」し、効果的に「発信」する。

連携
・共有
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災害対応の実態

4

災害対応の現場では、極限状態の中で、被害、復旧、要請等、
様々な状況を迅速に把握し、的確に意思決定・行動すること

が求められる

そのために「情報」が不可欠
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災害時情報共有の必要性（理想像）

• 災害時、個人・組織は
同時並行で異なる活動
をする

• そのそれぞれが固有の
情報を保有している
＝状況認識が異なる

• 個人・組織同士が情報
共有によって、状況認
識を統一することが、
社会全体として的確な
災害対応を実行する姿

• 情報を「共に」「有す」
• 「知らない」を無くす

5
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SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）
エスアイピーフォーディー

災害現場で役立つ情報プロダクツ

災害現場で活動する災害対応機関での情報活用

現場と各機関をつなぐ「パイプライン」を実現し、国全体としての災害対応の効果最大化

情報収集

情報共有

・建物被害推定
・道路通行可否
・避難所状況 等

情報作成・集約

内閣府総合科学技術・イノベーション会議
SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
第1期で開発した先進的情報基盤

災害時情報集約
支援チーム

Shared Information Platform for Disaster Management
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SIP4Dを介した情報共有フロー

自治体提供情報

通行実績

国土交通省DiMAPS

順次拡大

自然
災害

風水害

雪害

地震災害

津波災害

火山災害

社会

各種観測・予測情報

ISUT-SITE（災対機関限定）

自衛隊・消防・警察・
DMAT、被災自治体
等 災害対応機関への
情報共有

クリアリング
ハウス

NIED-CRS （一般公開）
国民、研究機関、民
間（日本防災産業会
議）等への情報発信

標準災害情報
プロダクツ

等

等

等

等

防災科研

府省庁

自治体

民間

現場等からの集約情報
ISUT

災害対応機関保有の情報システム

ため池防災
支援システム

災害時保健医療
活動支援システム

内閣府総合防災
情報システム 等

順次拡大

異種統合処理に
基づく情報プロダクツ

NIED-CRS: 防災科研クライシスレスポンスサイト https://crs.bosai.go.jp
ISUT-SITE: アイサットサイト アクセス先は災害対応機関のみに公開。
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SIP4Dで共有される様々なデータ
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民間のデータ＋行政のデータ→支援機関の意思決定
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SIP4D/NIED-CRSと防災行政への貢献の経緯

総合防災情報センター設置
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ISUT(災害時情報集約支援チーム)
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通信途絶＋避難所
で対応支援
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協働事例︓台風15号での倒木撤去

ISUT

総務省

KDDI NTTドコモ ソフトバンク

東京電力 防衛省

NTT東日本
共通フォームで
各社とりまとめ

集約・可視化

千葉県

各組織での対応ISUTが電力・通信会社、県、自衛隊等からの情報を集約し、
作成・更新した共通状況図を関係組織が活用
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令和2年7月豪雨への対応

24
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令和3年福島県沖を震源とする地震での対応

SIP4D→防災科研クライシスレスポンスサイトによる情報公開

福島県庁でのISUTによる
情報共有支援と活用状況

←スマホ・タブレットで
閲覧可能
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ISUTを通じた災害対応現場での情報共有支援



ⒸNIED 27

災害対応現場の共通ツール・共通データに
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内閣府HPより引用・抜粋・編集 http://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

CPS4DSIP4D ※CPS4D: Cyber-
Physical Synthesis for 
Disaster Resilience

災害対応現場が情報を活用する 情報が災害対応現場を牽引する
【情報共有のその先へ】SIP4DからCPS4Dへの展開

28
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CPS4Dの全体像
フィジカル空間で発生している自然・社会の現象をリアルタイムで把握し、サイバー空間上の「デジタルツ
イン」で災害動態を解析し、その結果からフィジカル空間で何をすべきかを「フィードフォワード」する技術

※SIP第2期で防災科研が研究責任者
となり、大学・企業等と研究開発中
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事例︓「被災自治体を支援するために部隊を派遣する」というケーススタディ

災害動態意思決定支援システム DDS4D
Dynamic Decision Support System for Disaster Response

30

※SIP第2期で防災科研
が研究開発中
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防災チャットボット SOCDA

AI（チャットボット）が人間の
代わりに国民一人ひとりに対応

一人ひとり異なる
属性・位置・避難意思

時々刻々変化する
災害動態情報

ビッグデータで構築された
防災自然言語処理AI＋ ＋

一人ひとりに情報を提供し避難を支援するとともに、一人ひとりの状況（健康、被害、
意思等）を情報として動的集約

SOCial‐dynamics observation and victims support Dialogue Agent platform for disaster management

令和3年福島沖を震源とする地震において
南相馬市で実利用

※SIP第2期で防災科研・NICT・
ｳｪｻﾞｰﾆｭｰｽﾞが研究開発中
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災害時保健医療福祉活動支援システム D24H
Disaster/Digital information system for Health and well‐being 

10種以上の保健医療福祉チーム

※SIP第2期で芝浦工大
中心に研究開発中



ⒸNIED 33

コロナ禍での災害時避難支援への適用
大規模風水害を対象として，感染症防疫対策下の生存避難行動に係る
意思決定を支援する情報プロダクツをオンデマンドで提供する技術を開発する．

災害動態解析システム(DDS4D)

国勢人口
人流データ

避難者数推計 避難場所
キャパシティ分析 過密避難場所抽出 オンデマンド

避難動態予測避難者密度予測

SOCDA

データの流れ

連動メッセージの流れ
研究開発内容

D24H 県防災情報
システム

総防システム

省庁システム

浸水想定

避難場所
避難所

物資供給支援システム

物資供給情報 災害動態時空間
データベース

災害対策本部支援ダッシュボード

※赤字が追加要望部分

SIP4D
リアルタイム連動機能

データの流れ（追加要望分）

在宅避難者情報
避難者分布情報

感染
シミュレーション
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災害時情報共有を社会実装するための課題
• 課題①ルール︓情報共有手順の標準化と平時からの運用

• 現状︓災害発生時に説明・依頼の上でのデータ作成・共有（負荷膨大）
• 必要︓標準作業手順（SOP*）の設定、平時データ運用と災害時更新

• SOP研修・訓練、通信途絶時対応手順、データ利用規約の事前設定等
• 【技術】簡易な情報入力ツール、共通ジオコーダー、ベースレジストリの整備・運用等

• 課題②データ︓全災害に共通する必須基本情報の設定と確実な実行
• 現状︓提供された情報のベストエフォート共有
• 必要︓共有すべき基本情報（EEI*）の設定、それを確実に実行する政策

• 例︓道路通行可否、電力可否、通信可否、衛星画像／空中写真、避難所等
• 【技術】機械判読可能なデータでの共有（紙→デジタル→構造化データ）へ

• 課題③持続性︓情報共有運用組織の明確な位置づけと体制整備
• 現状︓ISUTは防災基本計画明記、SIP4Dは国研研究プロジェクト
• 必要︓実運用体制、予算、国・地方／官・民の役割の明文化

• 国・地方／官・民がスムーズに情報共有するための「よりどころ」
• 【技術】陳腐化しないよう、研究・技術開発と実務・実践・実装のエコシステムも必要

34

*SOP：Standard Operating Procedure
*EEI：Essential Elements of Information
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参考︓標準作業手順（SOP）と共有すべき基本情報（EEI）事例

内閣府国と地方・民間の「災害情報ハブ」
推進チーム第1回検討会資料より抜粋

35

林春男（2015）「災害対策の標準化について：2030年までに全国規模の効果的な広域
応援を可能にする災害対応の基本的な仕組みを構築する」消防防災科学センター
『平成27年度地域防災データ総覧「災害対策の標準化へのアプローチ編」』より抜粋

データ戦略タスクフォース第1回資料より抜粋
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防災のデジタル化に関する最近の動き
• IT総合戦略本部「データ戦略タスクフォース」

• 主査︓和泉内閣総理大臣補佐官
• 令和2年11月9日 第2回会合にて話題提供

• 「協働型災害対応を情報共有で支えるSIP4D」
• 令和2年12月21日 第一次とりまとめ

• 内閣府防災担当「デジタル・防災技術ワーキンググループ」
• 主査︓赤澤内閣府副大臣
• 未来構想チームと社会実装チームの構成員として参画
• 令和3年1月18日 第1回社会実装チーム会議にて話題提供

• 「協働型災害対応を支える「SIP4D」の概要と社会実装における課題」

• 令和3年1月29日 第2回未来構想チーム会議にて話題提供
• 「デジタル防災技術の未来構想への提案」

• 5月まで議論を続け、取りまとめる予定

36
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